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さくら すぎ うぐいす

　第６３回石川町成人式は１月９日、ホテル松多
屋で開催され、２０２人が新成人となりました。
　式典では、出席した１７４人が呼名され、代表
して遠藤慎平さん、有賀美紀さんに成人証書が
授与されました。
　また、中田　守さんから「精一杯目標に向かっ
て頑張ります」、吉田佳織さんから「責任感があ
り家族を大切にする人になれるよう努力します」
と二十歳の抱負が述べられました。
【写真上】晴れ着に身を包んだ新成人
【写真下】成人証書授与のようす
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「行政だより」と「公民館だより」を
広報いしかわに統合
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広報



広報いしかわ 2 月号 ● 2

Ko
Ho
Ishikawa

Q
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
？

Q
何
を
持
っ
て
い
け
ば

い
い
の
??

Q
農
業
所
得
を
申
告
す

る
場
合
は
？

Q
収
入
が
無
い
場
合
は
？

Q
営
業
・
そ
の
他
の
所
得
を

申
告
す
る
場
合
は
？

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
が
始
ま
り
ま
す

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
が
始
ま
り
ま
す

　
2
月
8
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
「
町
県
民
税
の

申
告
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
平
成
22
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
入
を
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
内
職
も
含
み
ま
す
）。
な
お
、

郵
送
に
よ
る
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
、
石
川
町
に

居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
の
よ
う
な
方
は

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
農
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
各

種
事
業
等
を
営
ん
で
い
る
方

・
地
代
・
家
賃
等
の
所
得
、
不
動
産
・
株

式
等
の
譲
渡
所
得
、
年
金
・
内
職
等
の

所
得
の
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
方
、

及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
支
給
さ

れ
た
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方　

（
国
保
税
の
軽
減
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

・
年
金
収
入
の
方

・
各
種
事
業
等
の
平
成
22
年
中
の
収
入
、

支
出
の
決
算
書
及
び
関
係
書
類
等

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
納
入
領
収

書
（
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納
期
を
8

期
、
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

納
期
を
7
期
で
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
平
成
22
年
分
の
所
得
の
申

告
で
は
、
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
入
し
た
納
期
分
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
又
は
領

収
書

・
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
地

震
保
険
料
（
経
過
措
置
に
よ
り
長
期
損

・
田
・
畑
の
耕
作
面
積
、
野
菜
、
果
実
、

家
畜
等
、
全
農
作
物
（
農
作
業
受
託
料

を
含
む
）
の
販
売
明
細
書
等

・
農
業
収
入
以
外
の
収
入
（
家
賃
・
地
代

等
）
の
明
細
書
等

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に
か

か
わ
る
収
入
・
支
出
の
明
細
書

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

平
成
22
年
中
の
収
入
が
無
く
て
も
（
0

円
）
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
（
世
帯
の
合
計
）
が
受
け
ら
れ
な

い
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
売
上
帳
、
仕
入
帳
、
棚
卸
金
額
、
現
金

出
納
簿
等
の
帳
簿
類

・
営
業
・
そ
の
他
の
収
入
を
得
る
た
め
の

必
要
経
費
の
領
収
書
等

※
帳
簿
類
や
領
収
書
等
に
不
備
が
あ
る
と
、

再
度
申
告
相
談
に
来
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
帳
簿

類
を
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

A

A

A

A A

害
保
険
料
の
み
従
前
の
損
害
保
険
料
控

除
を
適
用
）
な
ど
の
支
払
証
明
書

・
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
（
10
万
円
以
上
又
は
所
得
金
額
の

5
％
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
、
所
得
控

除
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

・
給
与
所
得
又
は
年
金
所
得
が
あ
る
方
は
、

源
泉
徴
収
票



3 ● 広報いしかわ 2 月号

特 

集

注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先

※ 

「
町
県
民
税
の
申
告
相
談
会
の
ご
案
内
」

の
郵
送
に
よ
る
通
知
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
平
成
22
年
中
に
前
記
の
所
得
が

あ
っ
た
方
は
、
各
地
区
の
申
告
相
談
日

に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
肉
用
牛
の
免
税
を
受
け
る
方
は
、
肉
用

牛
売
却
証
明
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
所
得
税
確
定
申
告

　

須
賀
川
税
務
署

　

〒
9
6
2
ı
0
8
4
4

　

須
賀
川
市
東
町
96

　
　

☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
2
1
9
4　

●
町
県
民
税
申
告

　

石
川
町
役
場
税
務
課
課
税
係

　
　

☎
2
6
ı
9
1
1
8

町県民税申告相談会のお知らせ

月 日 曜日
申告相談地区

申告相談会場等
午　　前 午　　後

2 8 火 収入が年金のみの方（旧町内・中谷地区） ●申告相談会場
　石川町共同福祉施設（ 2 階）
　（石川町商工会館内）

●申告相談会場の電話番号
　☎26－8228
　
●申告相談時間
　午前 9 時～午前11時30分
　午後 1 時～午後 4 時　まで

●その他
①該当地区の相談日に申告できない

方は、期限内の都合の良い日に申
告してください。（土・日・祝日を
除く）

　
②郵送による申告は、随時受付けて

いますので、自分で申告書を作成
された方は、期限内に関係書類を
添えて直接、須賀川税務署に郵送
して申告することもできます。

③「e－Tax（国税電子申告・納税
システム）」を利用すると自宅から
インターネット経由で確定申告が
できます。

　　詳しくは、国税庁ホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）
の「確定申告書等作成コーナー」
をご覧ください。

9 水 収入が年金のみの方（沢田・野木沢・山橋・母畑地区）
10 木 上母畑 母畑第一
14 月 湯郷渡 北　山
15 火 山　 形
16 水 板　 橋
17 木 南山形 北山形
18 金 沢井三里（上沢井）・下沢井 沢井三里（大池）・鳥内
21 月 沢井三里  （竹柄） 中　央・古　内
22 火 赤　羽 新屋敷（沢田）
23 水 中  田
24 木 形　見 谷　地
25 金 谷　沢 坂　路
28 月 双 　里

3 1 火 中   野
2 水 曲 　木
3 木 塩   沢
4 金 王子平 新屋敷(石川)
7 月 当　町 松木下・猫　啼
8 火 新　田 本　宮
9 水 北　町

10 木 新　町 三　芦・高　田
11 金 南　町 荒　町・和　久
14 月 馬場町 古　町
15 火 予備日



あとわずか
今年7月24日に放送終了

広報いしかわ 2 月号 ● 4

　地上デジタル放送と現行のアナログ放送の受信方向が同じ
場合は現在お使いのUHFアンテナで受信できる場合もありま
すが、調整や交換が必要な場合もありますので、詳しくはお
近くの電気店等へお問い合わせください。

このマークが地上デジタル
チューナー搭載商品の目印です!!

●今のテレビで見られます。
●デジタルチューナー　価格：5,000円程度

●デジタルチューナーを
　内臓している録画機器

☎024−505−1010

地デジの準備はお早めに!!

地デジのことでわからない場合は“デジサポ福島”へ!!

地デジのアンテナは“UHFアンテナ”です!!

デジタルテレビに買い換える 今お使いのテレビにチューナーを買い足す

アナログテ
レビのまま

では

地上デジタ
ル放送を

見ることが
できません

または

いずれかをご選択ください



アナログテレビ放送終了まで
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　総務省では、地上デジタル放送の受信対応がまだお済みでない次の
世帯を対象にチューナー給付の支援を行います。

≪支援内容≫
①簡易なチューナー（1台）を無償で給付します。（※現物給付です。テレビは給付しません）
②チューナーの設置方法と操作方法を電話でサポートします。

≪支援内容≫
①お住まいへ訪問して、簡易なチューナー（1台）を

設置し操作説明を行います。
②チューナー（1台）のみで地上デジタル放送が視聴

できない場合は、アンテナの改修なども行います。
③共同受信施設・ケーブルテレビの必要最低限の改

修経費を負担します。

【NHKの放送受信料全額免除の方とは】
◉生活保護などの公的扶助を受けている世帯
◉障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が
　町民税非課税の世帯
◉社会福祉施設に入所されている世帯

平成23年7月24日（日）まで（消印有効）
※平成23年4月1日以降の支援は、平成23年度予算の成立が前提となっています。
※締切直前になると申し込みが集中するおそれがありますので、お早めにお申し込みください。

　必要書類を添えて支援の申込書を総務省地デジチューナー支援実施センターに送付してください。
【申込書の入手方法】
　総務省地デジチューナー支援実施センターにご連絡ください。ご希望の部数を送付します。また、
役場総務課のほか、センターホームページからも入手できます。

総務省　地デジチューナー支援実施センター　http://www.chidejishien.jp

ナビダイヤルTEL：0570－023724
FAX：043－302－0284
ナビダイヤルがご利用できない場合
☎：043－332－2525

ナビダイヤルTEL：0570－033840
FAX：044－966－8719
ナビダイヤルがご利用できない場合
☎：044-969-5425

【受付時間】平日　午前9時〜午後9時　土・日・祝日　午前9時〜午後6時

地上デジタル放送の簡易チューナーを
無償で給付します!!

〜地上デジタル放送受信のための支援〜

町民税非課税世帯の方

申込期限

申込方法

お問い合わせ先

町民税非課税世帯の方への
支援に対するお問い合わせ先

NHKの放送受信料全額免除世帯への
支援に関するお問い合わせ先

NHKの放送受信料全額免除世帯の方
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石川町まちづくり交流会2011

　この交流会は、町民と行政による協働のまちづくりを
推進するため、地域における主体的な活動と持続可能な
地域自治をけん引するうえでの手法や技術、情報の共有
化を図ることを目的に、「交流の場」「学びの場」「夢を
語る場」の機会として開催するものです。

スケジュール
◉開会セレモニー 午後1時～

◉町内の取組み事例発表 午後1時15分～
　竹資源を生かした地域活性化について

◉基調講演 午後1時40分～
　・演題『美しい自然・豊かな海』
　　住む人にやさしい、うるおいと安らぎの里づくり」
　・久之浜・大久地域づくり協議会
　　（いわき市久之浜町）
　平成9年に協議会を設立し、ハマエンドウ・ハマヒルガオの保護増殖活動、海竜の里・久之浜漁港
祭りなどの活性化事業、地域の偉人の歌碑などの建立・整備、番伝馬船の製作といった地域の歴史・
文化・伝統の継承事業などに、地域一体となって取り組んでいます。
平成22年6月　全国海岸協会海岸功労者表彰受賞
　　同年8月　新“うつくしま、　ふくしま”県民運動知事感謝状受賞

◉まちづくり交流会・情報交換会　　午後3時～
　地産地消や地域間交流による『大鍋大会』、地元食材を生かした『試食会・販売会』を行います。
　※先着順のため無くなり次第終了となりますので、ご了承ください。

◉閉会セレモニー　　午後4時50分～

日時：2月20日（日）
　　　午後1時〜
場所：中谷自治センター

●お問い合わせ先　地域づくり推進課　☎26−9111

各地区の特色ある大鍋大会、
地元食材を生かした
試食会・販売会を開催!!

▲久之浜海岸の清掃作業の様子
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　温水プールでは、平成23年度水泳教室に参加する小・中学生を募集します。
●申込受付期間  2月15日（火）～2月27日（日）
●申 込 先  石川町温水プール（大字双里字川向2－2）
●申 込 方 法  申込書を提出していただきます。
   ※申込書は温水プール窓口にあります。電話での申込は受付けません。
●各教室の定員  12名　　
●各教室の内容

教 室 区 分 対　　　象 内　　　容

キッズクラス 泳げない子 水泳基本動作、クロール

ジュニアクラス 少しでも泳げる子 クロール、平泳ぎ

ステップアップ ひとつの泳法なら距離を泳げる子 4泳法の習得

スピードクラス 複数の泳法で泳げる子 4泳法のレベルアップ

●教室・受講料  教室区分・対象者・日程・受講料は次のとおりです。
教 室 区 分 対　　　象 日　　　程 受　講　料 講　　　師

キッズクラス1 小1～3年生 4／9～全40回
土　午前10時～

20，000円

相楽真由美先生
キッズクラス2 小1～3年生 4／9～全40回

土　午前11時～

キッズクラス3 小1～3年生 4／9～全40回
土　午後 1 時～

キッズクラス4 小1～3年生 4／9～全40回
土　午後 2 時～

ジュニアクラス1 小1～3年生 4／5～全40回
火　午後 4 時30分～

吉田小夜子先生

ジュニアクラス2 小1～3年生 4／7～全40回
木　午後 4 時30分～

ジュニアクラス3 小4～6年生 4／6～全40回
水　午後 4 時30分～

ジュニアクラス4 小4～6年生 4／8～全40回
金　午後 4 時30分～

ステップアップ1 小1～3年生 4／5～全40回
火　午後 6 時30分～

ステップアップ2 小4～6年生 4／6～全40回
水　午後 6 時30分～

ステップアップ3 小4～6年生 4／8～全40回
金　午後 6 時30分～

スピードクラス1 小1～3年生 4／9～全40回
土　午後 3 時30分～ 相楽真由美先生

スピードクラス2 小4～6年生 4／9～全40回
土　午後 4 時30分～

●温水プール入場料金（教室の参加には入場料が必要です）
１ 回 券 回 数 券 半 年 券 年 間 券

小学生 100円 1，000円 2，000円 3，700円

中学生 200円 2，000円 4，000円 7，500円

一　般 400円 4，000円 8，000円 15，000円

●お問い合わせ先 石川町温水プール　☎26－5884
　※お申込み・お問い合わせは次の時間にお願いします。
　火～金曜日　午後1時～午後8時30分
　土・日曜日　午前10時～午後5時30分

石川町温水プール水泳教室生徒募集

【注　意】
①各教室は1時間です。
②応募者が定員に満たない教室は、実施しない

場合があります。
③応募者が定員を上回る教室は、調整又は抽選

になる場合があります。
④後日、参加者説明会を開催します。
⑤受講料は説明会の際に納めていただくことに

なります。
⑥受講料には保険料を含みます。
⑦教室参加者は受講料のほかに入場料が必要です。







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集してい
ます。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

真

広報いしかわ 2 月号 ● 10

　添田　真奈さん（22歳）　●北山形字龍ノ口

▶次回は、添田さんの紹介で矢内一久さんです。

職業▶町内の美容室で美容師をしています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A
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今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか
仕事での技術のレベルアップに取り組んでいま
す。
将来やってみたいことや夢を聞かせてください
小さいながらも自分のお店を持ちたいです。

将来どんな町になって欲しいですか
町全体が活気づき、若者が多く集まるような町に
なって欲しいです。

最後に理想のタイプは
優しくておもしろく、引っ張って行ってくれる人
がタイプです。

松下　ゆめのちゃん（9か月）

「プクプクゆめちゃん!!お兄ちゃんたちとなかよく遊んでね!!」
おとうさん　おかあさんより　字下泉



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集してい
ます。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

真

水晶のように光輝く水晶のように光輝く

元気な

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

11 ● 広報いしかわ 2 月号

氏名：市川　重美さん（７8歳）
　　　　　　ロクさん（７4歳）
住所：板橋字所部

長寿会活動や温泉巡りが好きです

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
8
人
に
な

り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
、
昭
和
35
年
に
結
婚
し

ま
し
た
。
結
婚
当
時
は
稲
作
、
養

蚕
、
葉
タ
バ
コ
な
ど
の
農
業
と
萱
手
職
人

と
し
て
働
い
た
収
入
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
毛
糸
屋
に
勤
め
た
あ

と
昭
和
50
年
に
塗
装
業
を
起
業
し
ま
し
た
。

仕
事
を
も
ら
う
た
め
に
方
々
を
営
業
し
、

最
初
は
大
変
で
し
た
が
、
当
時
は
建
築

ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
何
と
か
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
は
、
起
業
し
た
り
学
校
の

役
員
を
務
め
た
り
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
周
囲
の
協
力
に
よ
り
役

員
な
ど
は
何
と
か
務
め
上
げ
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
50
年
の

農
業
基
盤
整
備
事
業
で
、
地
域
か
ら
事
業

の
賛
同
者
を
募
っ
た
り
関
係
機
関
と
の
調

整
に
追
わ
れ
た
り
と
大
変
で
し
た
が
、「
地

域
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
」
と

思
い
頑
張
っ
た
こ
と
は
今
で
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

50
年
を
振
り
返
る
と
、
結
婚
当
時
は
今

の
よ
う
な
機
械
も
な
く
苦
労
の
連
続
で
し

た
が
、
現
在
は
長
寿
会
の
仲
間
と
温
泉
に

行
っ
た
り
花
壇
の
手
入
れ
を
し
て
花
を
楽

し
ん
だ
り
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

温
泉
に
行
く
こ
と
と
長
寿
会
の
仲

間
と
す
る
花
壇
の
手
入
れ
が
楽
し

み
で
す
。石川

町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
・
北
須
川
の
桜
が
好
き
で

す
。
桜
の
時
期
に
は
二
人
で
見
に

行
き
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

達
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

A

A

A

AA

Q Q

QQQ

　今月は、福祉車両の販売や製造を手掛ける曲山安宏さんを紹介します。
　曲山さんは、大学を卒業後東京のディーラーに勤務し福祉車両と
出会いました。その後家業の曲山自動車整備工場（字下泉）を継ぎ、
平成17年から福祉車両事業を展開、平成19年には字大橋地内に福祉
車両部門「あい・うぇる」を設立しました。
　手すり、乗降用ステップ、車いす収納装置、足を使わず手だけで車
を運転できる手動運転装置など、身体が不自由な人が自分で運転で
きるように、また、家族の車に乗って移動できるように自動車の改造
を行っています。また、退院時の送迎なども出来る福祉車両のレンタ
ルも行っています。
　曲山さんは福祉車両のみならず、介護事業所として福祉用具の貸
与や手すりの取り付けなどの住宅改修も行い、介護を必要とする人
の生活全般をサポートしています。
　「身体の不自由な方が一人で外出できるようにお手伝いをしたい。
さらに、福祉車両と住宅改修や福祉用具の貸与を行うことにより室
内外の移動をサポートし、身体の不自由な方の自立した生活づくり
を支援したい」と話し、福祉車両から始まった曲山さんの介護へのチャ
レンジは続けられています。

曲山　安宏さん
（字下泉）

あい・うぇる（曲山自動車整備工場）
〒963−7881　石川町字大橋84−4
☎26−3752　薨26−3740
ホームページ　http://www.294kuruma.com/



企 業 紹 介頑張る!!

広報いしかわ 2 月号 ● 12

炮

大
お お

貴
き

宮
み や

八
は ち

幡
ま ん

山
や ま

字大内

①国道118号線を須賀川方面へ
向かい、塩ノ平に入る手前を
左折して新屋敷方面へ

㈱
江
尻
工
業

　

㈱
江
尻
工
業
（
江
尻
一
男
社
長
）
は
、
従

業
員
21
人
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
組
立
加

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
平
成
4
年
に
創
業
し
、
平
成
20
年
に

法
人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
同
社
で
は
、
ク
レ

ン
ジ
ン
グ
剤
な
ど
の
化
粧
品
、
う
が
い
薬
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
消
毒
ポ
ン
プ
な
ど
の
医

療
品
等
様
々
な
製
品
の
エ
ア
ポ
ン
プ
を
製
造
し
、

白
河
市
内
の
企
業
に
納
品
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ー
ポ
ン
プ
は
、
性
質
上
ゴ
ミ
や
埃
の

混
入
を
嫌
う
製
品
で
す
。
工
場
に
は
静
電
気

に
よ
る
埃
の
付
着
を
防
ぐ
た
め
、
加
湿
器
や

除
電
装
置
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
品
質
管
理
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ア
ー
ポ
ン
プ
は
品
質
管
理
に
気
を
使
う

製
品
な
の
で
、
埃
な
ど
の
混
入
に
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
品
質
の
高
い

製
品
を
製
造
す
る
と
と
も
に
納
期
内
納
品
の

徹
底
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
企
業
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
製
造
を
続
け
て
い
ま
す
」
と

江
尻
社
長
は
話
さ
れ
、
江
尻
工
業
で
は
従
業

員
が
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
よ
い
製
品
の
生
産

に
努
め
て
い
ま
す
。

▲同社で生産された製品

▲生産のようす

㈱江尻工業
〒963−7826
石川町大字赤羽字森屋段 15−2
ＴＥＬ 26−7383
ＦＡＸ 26−1243

gggggggggggggggggggggggggggggggggggg

gggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggg

　JR水郡線大内トンネルの東側に、大貴宮八幡山があります。遠くは那
須連峰を見渡すことができる風光明媚な場所です。
　平成20年から、新田桜を守る会や新田地区のボランティアの皆さんによっ
て、憩いの場として整備が図られています。昨年は、同地区の小中学校卒
業生22名によって、桜の植樹が行われました。

③坂道を登りきり目の前に小高い丘が見えたらもう
すぐです。

②
十
字
路
を
左
折
し
、
す
ぐ
に
山
側
へ
と
続
く
坂
道

を
登
り
ま
す
。

④
頂
上
に
は
八
幡
神
社
の
ほ
か
、
稲
荷
神
社
、
巨
石
、

中
世
期
の
板
碑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。



材　料（４人分）
鶏ささ身………………………4本
　　酒……………………小さじ2
　　塩…………………………1g
片栗粉……………………大さじ2
板海苔……………………1／2枚
油…………………………大さじ2
粉山椒………………………適量
ブロッコリー………………120g
≪タレ≫
　　しょうゆ……………大さじ2
Ｂ　みりん………………大さじ2
　　水……………………大さじ2

鶏ささ身の
蒲焼き

Ａ｛

｛
●食改さんの　　　　　　　
（食改さんのひとこと）
　地域の方たちと一緒に実施している伝達料理講習会のメニューで、季節の
食材を使用し簡単に手間なくできるメニューです。
　鶏ささ身はタンパク質が豊富で脂肪が少ないヘルシー食材です。酒を振り
かけると、肉が柔らかく食べ易くなります。一緒に長芋と青菜のお浸しもお
すすめです。長芋を５㎝長さの拍子切りにし、酢水につけアク抜きをし２～３
分茹でたら食べ易い長さに切り塩茹でした青菜と合せて醤油・みりん・白ゴ
マを和えれば出来上がり。

●栄養士のひとこと
　食改さんは、健康のためのメニューを地域に広める活動をしています。
鶏ささ身は脂肪分が少なく低カロリーで、ミネラルが豊富です。動脈硬化予防
に効くナイアシン、味覚障害を予防する亜鉛、代謝の働きを高めるビタミン
B1が多く含まれます。その他に鶏肉にはコラーゲンが豊富なので老化防止
にも役立ちます。
　いつまでも健康でいきいきと生活できる食習慣を心がけましょう。

●作り方
①鶏ささ身は筋を取り、観音開きか縦半分に切り開く。上か
らAの酒と塩を全体的にふりかけ、5分程そのまま置いて
おく。
②①の全体に片栗粉をまぶし、鶏ささ身と同じくらいの大き
さにカットした板海苔を上に乗せる。
③フライパンで油を熱し、②を板海苔が付いている面を下に
して焼く。海苔がチリチリと焼けてきたら裏返して中火
で、鶏ささ身に火が通り焼き色がつくまで焼く。

④焼き色が付いてきたら、Bのタレを回し入れて全体に絡め
味をつける。
⑤鶏ささ身にタレが馴染んだら、食べ易い大きさに切り分け
て皿に盛り付ける。
⑥お好みで粉山椒をかける。
⑦ブロッコリーは食べ易い大きさに切り、塩ゆでして添え
る。

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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板
仲
あ
や
め
サ
ロ
ン
が
元
気
に
ス
タ
ー
ト
!!

　

11
月
半
ば
、
板
橋
地
区
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
世
話
人
の
須
藤
幸
枝
さ
ん
（
板
橋
字
女
庭
）
の
声
か
け
で
50
代
か
ら

80
代
ま
で
13
名
が
参
加
。
早
め
に
集
ま
っ
て
運
動
に
使
う
椅
子
を
磨
き
、
畳
を
傷

つ
け
な
い
た
め
の
ご
ざ
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

世
話
人
の
須
藤
さ
ん
か
ら
は
「
他
地
区
の
サ
ロ
ン
の
話
し
を
聞
い
て
、
板
橋
に

も
欲
し
い
と
思
っ
て
声
を
か
け
ま
し
た
。
こ
う
し
て
集
ま
っ
て
、
運
動
し
て
、
い
っ

ぱ
い
笑
っ
て
話
し
て
、
み
ん
な
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
…
」
と

サ
ロ
ン
の
目
的
が
伝
え
ら
れ
、
み
ん
な
で
サ
ロ
ン
の
名
称
や
活
動
日
を
決
め
ま
し
た
。

　

毎
回
、
始
め
か
ら
終
り
ま
で
笑
い
声
が
絶
え
ず
、「
寒
い
間
に
し
っ
か
り
力
を
つ

け
て
、
春
に
な
っ
た
ら
跳
ん
で
歩
く
べ
」「
歩
け
れ
ば
旅
行
に
も
行
か
れ
る
も
ん
な
ー
、

新
し
く
開
通
し
た
新
幹
線
に
乗
っ
て
み
た
い
な
あ
」
等
と
元
気
な
声
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
す
。

　
「
○
○
さ
ん
も
誘
っ
た
方
が
い
い
、
こ

ん
ど
声
か
け
っ
ぺ
」
と
参
加
し
て
い
な
い

方
へ
の
気
遣
い
も
あ
り
、
若
い
方
か
ら
は

「
自
分
た
ち
も
地
域
の
た
め
に
何
か
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
の
嬉
し
い
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
皆
さ
ん
の

温
か
さ
や
つ
な
が
り
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

春
が
来
て
畑
仕
事
が
始
ま
る
頃
に
は
、

今
よ
り
さ
ら
に
元
気
に
な
っ
て
い
る
皆
さ

ん
の
姿
が
楽
し
み
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ロ

ン
の
立
ち
上
げ
や
運
動
指
導
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
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福
島
県
で
は
、
子
育
て
世
帯
向
け

体
験
活
動
団
体
を
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

実
施
団
体
の
負
担
金
な
し
で
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
を
利
用
し
て
、
県
が
実
施
団
体

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●「
地
域
の
寺
子
屋
」
と
は

　

知
恵
と
経
験
が
あ
る
方
と
、
次
世

代
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
親
が
、

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
互
い
に
交

流
す
る
取
り
組
み
を
言
い
ま
す
。

●
具
体
例

　

伝
統
文
化
・
祭
礼
等
の
伝
承
、
昔

話
の
伝
承
、
地
域
の
食
文
化
の
伝
承
、

昔
遊
び
の
体
験
、
も
の
づ
く
り
体
験
、

農
業
体
験
、
地
域
の
歴
史
や
行
事
の

体
験
、
子
育
て
世
帯
の
社
会
貢
献
活
動
、

「
地
域
の
寺
子
屋
」実
施
団
体

を
募
集
し
ま
す

福
島
県
文
化
振
興
基
金
助
成

事
業
の
申
請
受
付
け
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支

援
す
る
㈶
福
島
県
文
化
振
興
基
金
で
は
、

現
在
、
平
成
23
年
度
第
1
期
分
の
助

成
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

１
．平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
23

年
7
月
31
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

① 

広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動

の
成
果
発
表
（
美
術
展
、
音
楽
会
、

演
劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版
、

陶
芸
、
茶
の
湯
、
生
花
、
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
等
）

② 
県
の
代
表
や
公
的
機
関
か
ら
の
招

へ
い
に
よ
り
国
内
外
の
発
表
会
等
へ

参
加
す
る
事
業

③
文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の

事
業
な
ど

２
．平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
24

年
3
月
31
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

① 

文
化
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

関
す
る
事
業

② 

伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
・
発
展

を
目
的
と
し
た
ソ
フ
ト
事
業

③ 

広
域
的
ま
た
は
国
際
的
な
文
化
交

流
事
業

●
対
象
者

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身

者
も
含
む
）
ま
た
は
文
化
団
体
等
（
商

工
会
、
商
工
会
議
所
、
JC
等
を
含
む
）。

●
助
成
金
額

町民グラウンド及び総合体育館の平成23年度管理人を募集します
施設名 町民グラウンド 総合体育館

募集人員 1名 2名

雇用期間 平成23年4月1日（金）から
　　　　　11月28日（月）まで

平成23年4月1日（金）から
　　　　　平成24年3月31日（土）まで

勤務日及び
勤 務 時 間

原則、金曜日から月曜日までの午前9時
から午後4時まで（利用状況により変更
する場合あり。）

火・木・土曜日または水・金・日曜日のロー
テーションによる週3日で午前8時30分から午後
5時15分まで（利用状況により変更する場合あり）

業務内容
町民グラウンド、旧石川小学校庭、町
民テニスコート等社会体育施設の維持
管理及び周辺環境の整備

総合体育館・多目的広場等の管理及び予約申請
書の受け付け、施設の清掃など

賃　　金 4，500円／1日 6，000円／1日
応募資格 スポーツに関心があり、健康状態良好で普通自動車運転免許証を所持している方

◉応募にあたっては、履歴書（市販のもの）に写真を貼付し、2月25日（金）までに教育課
体育振興係（石川町公民館内）へお申し込みください。

◉選考結果は、3月中旬に文書にて通知します。
●お問い合わせ先
　教育課体育振興係（石川町公民館内）電話26−2566

　

助
成
対
象
経
費
の
１
/
３
ま
た
は
１

/
２
以
内
の
額
。
た
だ
し
対
象
事
業

の
区
分
に
よ
り
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

石
川
町
公
民
館
に
配
置
さ
れ
て
い

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
公
民

館
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　

平
成
23
年
2
月
28
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
係

　
（
石
川
町
公
民
館
内
）

　

☎
２
６
ı
２
５
６
６

臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
勤
務
先

　

町
内
の
保
育
所
及
び
児
童
館　

●
雇
用
期
間

　

平
成
23
年
4
月
1
日
㈮

　
　
　

～
平
成
24
年
3
月
30
日
㈮

●
勤
務
日

　

原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
（
祝
祭
日
は
除
く
）
の
五
日
間

●
勤
務
時
間

　

午
前
7
時
15
分
～
午
後
6
時
15
分

ま
で
の
7
時
間
45
分　

※
早
番
遅
番

の
シ
フ
ト
有
り

●
申
込
方
法

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
方
法

　

書
類
選
考
及
び
面
接
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
２
６
ı
0
8
１
１
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議
会
だ
よ
り
5
月
号
の
表
紙
を

み
な
さ
ん
の
自
慢
の
写
真
で

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か

子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
異
世
代
交
流

の
場
、
子
育
て
世
帯
を
含
め
た
住
民

の
つ
ど
う
場
な
ど

●
申
込
方
法

　

石
川
町
公
民
館
に
配
置
さ
れ
て
い
る

登
録
申
請
書
に
記
入
し
て
、
県
庁
子
育

て
支
援
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
F
A
X

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
係

（
石
川
町
公
民
館
内
）

 

☎
２
６
ı
２
５
６
６

　

県
庁
子
育
て
支
援
課

　

☎
0
２
４
ı
５
２
１
ı
７
１
９
8

●
応
募
期
間

　

3
月
1
日
㈫
～
4
月
5
日
㈫
ま
で

●
テ
ー
マ　

石
川
町
の
人
・
笑
顔
・

行
事
・
風
景
な
ど
季
節
感
が
あ
る
も

の
（
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
）

●
応
募
規
格

　

カ
ラ
ー
写
真
1
人
3
枚
ま
で

　
（
未
発
表
の
も
の
）

　

応
募
者
本
人
が
撮
影
し
、
被
写
体

の
承
諾
を
得
た
も
の
で
、
被
写
体
の

持
つ
諸
権
利
（
肖
像
権
等
）
に
関
し

て
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
応
募
先

　

石
川
町
議
会
事
務
局
（
持
参
か
郵
送
）

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

●
審
査

平
成
23
年
度
健
康
診
査
意
向

調
査
へ
の
記
入
の
お
願
い

　

2
月
下
旬
よ
り
、
各
地
区
の
保
健
衛

生
協
力
員
を
通
し
て
「
平
成
23
年
度
健

康
診
査
意
向
調
査
」
を
配
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
23
年
度
に
町
で
実
施
す
る
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
を
ど
こ
で
受
け
る
か
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。
添
付
さ
れ
て
い
る
説
明

書
を
読
ん
で
、
該
当
箇
所
に
記
入
し
、

担
当
保
健
衛
生
協
力
員
に
渡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

日
常
生
活
の
ニ
ー
ズ
調
査
も
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６
ı
8
４
１
６

廃
家
電
製
品
な
ど
の
処
理
を

違
法
な
収
集
業
者
に
頼
ま
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
廃
家
電

製
品
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル 
法
に
基

づ
い
て
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い 

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
廃
家
電

製
品
を
廃
棄
す
る
場
合
に
は
、
次
の
と

お
り
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑴
買
い
替
え
の
場
合 

　

新
た
な
製
品
を
購
入
す
る
販
売
店
に

引
き
取
り
を
依
頼
す
る
。 

⑵ 

古
い
製
品
を
処
分
す
る
場
合 

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
の
上
、

当
該
製
品
を
購
入
し
た
販
売
店
か
指
定

引
取
場
所
に
搬
入
す
る
（
運
搬
を
依
頼

す
る
場
合
は
必
ず
許
可
業
者
に
依
頼
す

る
）。 

　

対
象
品
目　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
、
液
晶
及
び
プ
ラ
ズ

マ
式
）、
電
気
冷
蔵
庫
及
び
電
気
冷
凍

庫
、
電
気
洗
濯
機
及
び
衣
類
乾
燥
機

●
無
許
可
業
者
へ
は
廃
家
電
製
品
等
を

引
き
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い 

。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
・
非
対

象
に
関
わ
ら
ず
、
事
業
者
が
廃
家
電
製

品
等 

の
廃
棄
物
に
つ
い
て
処
分
料
金

を
取
っ
て
回
収
す
る
に
は
、
廃
棄
物
処

理
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
を
持
た
な
い
事
業
者
に

は
廃
家
電
製
品
等
を
引
き
渡
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。 

・
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
無
料
で
あ
る
こ
と

を
広
報
し
、
ト
ラ
ッ
ク
等
に
積
ん
だ
後

に
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

●
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
法
律
に

よ
り
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す 

。

・
ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は
廃

棄
物
処
理
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。 

・
違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

さ
れ
、
ま
た
は
併
科
さ
れ
ま
す
。 

●
無
許
可
業
者
等
を
見
か
け
た
ら
通
報

を
お
願
い
し
ま
す 
。

・
無
許
可
業
者
や
許
可
を
取
得
し
て
い

る
か
不
明
な
事
業
者
が
廃
家
電
製
品
等

を
引
き
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し

た
場
合
は
、
次
の
連
絡
先
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
環
境
課

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
（
午

前
0
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の
登
録
名

義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
に
よ

ご
存
知
で
す
か
？
自
動
車
税
ト

ラ
ブ
ル
防
止
三
か
条

～
3
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局

へ
登
録
を
!!
～

る
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）
が
、
5
月

31
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
そ
の
１
…
抹
消
等
の
手
続
き
は
、
3

月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り
に

出
し
た
り
、
廃
車
し
た
と
き
は
必
ず
運

輸
支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。　

3
月

31
日
ま
で
に
抹
消
の
登
録
を
し
な
い
と

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
２
…
転
居
し
た
ら
、
車
検
証

の
住
所
変
更
を
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
民
票
を
異
動
し
て
も
車
検
証
の
住

所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
運
輸
支
局
に
登

録
し
ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と

き
は
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
３
…
納
税
証
明
書
は
車
検
証
と

い
っ
し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）
を
受

け
る
際
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

自
動
車
税
を
納
め
た
と
き
に
交
付
さ
れ

る
領
収
証
書
に
納
税
証
明
書
が
つ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
次
回
車
検

時
、
廃
車
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

廃
車
時
ま
で
車
検
証
と
共
に
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は
、
登

録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

●
そ
の
他

　

ト
リ
ミ
ン
グ
（
切
り
抜
き
）
の
利

用
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
原
則
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

作
品
の
著
作
権
は
町
議
会
に
帰
属

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

☎
２
６
ı
２
１
１
６

　

☎
0
２
４
ı
９
３
５
ı
１
５
0
２

　

石
川
町
町
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　

☎
２
６
ı
９
１
２
２

次
ペ
ー
ジ
へ
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定
例
行
政
相
談

こ
こ
ろ
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
の
お
知
ら
せ

　

町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

●
場
所　

石
川
町
公
民
館

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
病
気
で

悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族
に
向
け
た

心
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
16
日
㈬

　

午
後
2
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

相
談
及
び
助
言
指
導
等

●
担
当

コ
ス
モ
ス
通
り
心
身
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

圓
口　

博
史
氏

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
２
６
ı
8
４
１
６

　

返
済
で
き
な
い
借
金
（
多
重
債
務
）

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
借
り
て
は
返

す
日
々
に
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　

多
重
債
務
は
、
放
置
し
た
ま
ま
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
返
済
に
追
わ
れ
て
苦
し

い
生
活
を
送
る
よ
り
、
一
日
も
早
く
借

金
を
整
理
し
て
、
落
ち
着
つ
い
た
生
活

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
高

額
の
品
物
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
し
ま
っ
た

方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
23
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
２
６
ı
8
４
１
６

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

野
鳥
観
察
な
ど
の
通
常
の
接
し
方
で
は
、

人
に
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
、
冷
静

な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
日
常
生
活
の
中
で
野
鳥
な
ど
野
生
動

物
の
排
泄
物
等
に
触
れ
た
時
に
は
、
手

洗
い
と
う
が
い
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

過
度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
野
鳥
の
糞
が
靴
の
裏
や
車
両
に
着
く

こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
他
の
地
域
へ
運
ば
れ
る
お
そ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
・
強
毒
タ
イ
プ
が
全
国
各

地
で
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
伴

う
野
鳥
と
の
接
し
方
に
つ
い
て

　

近
年
、
青
少
年
に
よ
る
犯
罪
や
社
会

的
問
題
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、

ゲ
ー
ム
、
ケ
ー
タ
イ
な
ど
の
非
現
実
的

映
像
へ
の
不
適
切
な
接
触
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、「
自
分
の
気
持
ち
」
を

伝
え
る
言
葉
や
「
ほ
か
の
人
の
気
持

ち
」
を
感
じ
る
力
の
発
達
が
障
害
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
今
こ
そ
、
子
ど
も

の
「
こ
こ
ろ
」
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
を
見
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
な
る
方
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
19
日
㈯

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

午
後
1
時
20
分
～
午
後
3
時

●
場
所　

石
川
町
共
同
福
祉
施
設

●
演
題

　

過
剰
な
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム

は
「
親
子
の
絆
」
を
育
て
な
い

　

～
家
族
で
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー　
　

シ
ョ
ン
を
～

●
講
師　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー

　

小
児
科
部
長　

田
澤　

雄
作　

医
師

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
当
日
、
一
時
保
育
を

行
い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
2
月

4
日
㈮
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６
ı
8
４
１
６

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
野
鳥
に
近
づ
き

過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
靴
で
糞
を
踏
ま
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
毒
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
不
要
に
野
鳥
を
追
い
立
て
た
り
、
捕

ま
え
よ
う
と
し
た
り
す
る
の
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。

・
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
野
生
動
物
は
、

素
手
で
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥
な
ど
が

死
ん
で
い
た
ら
、
福
島
県
自
然
保
護
課

ま
た
は
町
産
業
振
興
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
福
島
県
は
1
月
1７
日
、
郡
山
市
で
発

見
さ
れ
た
野
鳥
の
死
骸
か
ら
A
型
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ

れ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
死
亡
ま
た
は

衰
弱
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

次
の
機
関
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

●
ご
連
絡
先

　

石
川
町
産
業
振
興
課

☎
２
６
ı
９
１
２
６

　

福
島
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課　

☎
0
２
４
ı
５
２
１
ı
７
２
１
0

　

福
島
県
県
中
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　

☎
0
２
４
ı
９
２
３
ı
１
６
６
２

●
お
問
い
合
わ
せ
先

●
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

東
北
運
輸
局
福
島
支
局　

　

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

☎
0
５
0
ı
５
５
４
0
ı
２
0
１
５

　

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

い
わ
き
市
内
郷
綴
町
舟
場
１
ı
１
３
５

　

☎
0
５
0
ı
５
５
４
0
ı
２
0
１
６

●
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部課

税
第
二
課

　

郡
山
市
麓
山
一
丁
目
1
番
1
号

　

☎
0
２
４
ı
９
３
５
ı
１
２
６
１

　
　

0
２
４
ı
９
３
５
ı
１
２
６
４
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新刊図書のご案内

逸脱
堂場　瞬一（著）　角川書店

うんちしたのはだれよ！
ヴェルナー・ホルツヴァルト（著）
ヴォルフ・エールブルッフ（絵）
関口　裕昭（訳）　偕成社

　様々なジャンルの本を入庫しましたので、皆様のご利用をお待ちしています。

書　　名 著　　者 出 版 社

はばたけ佑樹 斎藤　しづ子 小学館

江　姫たちの戦国
上・中・下 田渕　久美子 ＮＨＫ出版

禁猟区 乃南　アサ 新潮社

ツナグ 辻村　深月 新潮社

ＫＡＧＥＲＯＵ 齋藤　智裕 ポプラ社

やぶへび 大沢　在昌 講談社

刹那外伝・獣の奏者 上橋　菜穂子 講談社

at　Home 本田　孝好 角川書店

やわらかな棘 朝比奈　あすか 幻冬社

お初の繭 一路　晃司 角川書店

スイーツの教科書 川上　文代 新星出版社

孤舟 渡辺　淳一 集英社

赦し 谷口　敦子 幻冬社

寝ても覚めても 柴崎　友香 河出書房新社

書　　名 著　　者 出 版 社

人生二毛作のすすめ 外山滋比古 飛鳥新社

夜と霧 ヴィクトール・
Ｅ・フランクル 河出書房新社

その子育ては科学的
に間違っています 國米　欣明 河出書房新社

終わらざる夏
上・下 浅田　次郎 集英社

悪の教典　上・下 貴志　祐介 文藝春秋

再会 横関　大 講談社

舞灯籠 蜂谷　涼 新潮社

にわか雨 鈴木　英治 徳間書店

シンプルに生きる ドミニク・ローホー 幻冬舎

高く手を振る日 黒井　千次 新潮社

老兵の消灯ラッパ 佐藤　愛子 文藝春秋

イケメン幕末史 小日向　えり ＰＨＰ

火群のごとく あさの　あつこ 文藝春秋

　ある日、もぐら
く ん が 地 面 か ら
顔を出してお日さ
まが昇ったかなと
思ったとき事件は
起きました。もぐ
らくんの頭の上に
うんちが落ちてき

たのです。怒ったもぐらくんは頭にうんちをのせた
まま犯人を見つけることにしました。はとのうんち
はビシャ！うまのうんちはボトンボトン、うさぎの
うんちは15このまるい豆粒。訪ね歩くもぐらくんに
みんなは自分のうんちを見せてぼくじゃないよと証
明するのです。さあ、犯人は見つかるのでしょうか？

　未解決になっている10年前の連
続殺人事件の再現か？警察を挑発
するような殺人事件が次々と起こ
る。目の前で少女が殺され、心に
深い傷を負った県警捜査一課の澤
村は最高の刑事になるために、常
に捜査本部の方針とぶつかりなが
ら自分を追い詰めていく。鋭い推
理と地道な調査を続ける澤村刑事

と県警をあざ笑うかのように先手を打ってくる殺人犯の
心理戦の展開。澤村刑事の捜査力が細かに書かれ、犯人
像が見え隠れして一気に読める警察を舞台にした小説です。
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国 保 だ よ り

　平成23年度は、保健衛生協力員改選の年です。保
健衛生協力員は各行政区長からの推薦を受けて町が
委嘱します。現在の保健衛生協力員数は126名です。
　保健衛生協力員とは、どんなことをするのか具体
的にお話ししたいと思います。
　まず一つ目は町の健診等、保健事業への協力です。
具体的には、特定健康診査、がん検診録等の配付、
特定健診当日の受付等の手伝いなどがあります。健
診録等を直接、地区の方に渡しながら声をかけて頂
くことが、受診率の向上につながっています。また、
健診前の準備として、毎年2月頃に行なう、健診の
調査票の配付と回収があります。そのほかに、保健
事業に関する調査票等の配付・回収などをお願いす
ることもあります。
　二つ目には、母子保健推進員としての役割があり
ます。具体的には、1歳児健診の案内を保護者に渡し、
受診を勧めたり、受け持ちの地区で子育ての支援が

必要と思われる方がいたら保健師へ連絡して頂いたりと、
行政と住民のパイプ役として活躍していただいています。
　さらに、平成23年度からは、1歳児教室における簡単
なおやつづくりのお手伝いも活動として予定しています。
　三つめは介護予防事業への協力です。沢田・山橋・
中谷・野木沢地区のミニデイサービス、65歳以上の方
へのアンケート調査等への協力があります。
　ミニデイサービス事業では、地域の役員やボランティ
アと一緒に地区の高齢者の方々の介護予防のお手伝い
をしています。
　このほか年に6回程度の研修会があります。50〜60代
くらいの女性の方が多いのですが、男性の方でも協力
員になることはできます。興味をもたれた方、お問い
合わせは、下記までお願いします。
●お問い合わせ先
　保健センター　電話26−8416

ジェネリック医薬品（後発医薬品）
をご存じですか？

◆お問い合わせ先………町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

知っていますか？
〜保健衛生協力員の役割について〜

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販
売される新薬と同じ有効成分、同じ効能・効果を持つ医薬品のことです。
　ジェネリック医薬品と新薬は、まったく同じ薬ではないため、形・色・味が異なる場
合がありますが、品質・有効性・安全性は厚生労働省が承認しています。
　新薬開発には10数年以上もの年月と数百億円以上もの開発費用がかかるといわれています。
　しかし、ジェネリック医薬品は 3 年〜 5 年で開発・製造することができ開発費用も少
ないため価格が安く設定されています。
　そのため、ジェネリック医薬品の利用が進めば、窓口で支払う自己負担が軽減される
だけでなく、年々増え続ける国民医療費の節減につながると期待されています。

●ジェネリック医薬品で留意すべき点
　・1つの先発医薬品に対し、たくさんのジェネリック医薬品が販売されています。
　・変更を希望する先発医薬品に対し、ジェネリック医薬品が製造されていないこともあります。
　・薬局に希望するジェネリック医薬品の取り扱いや在庫がない場合もあります。
　・病気や体質によっては、先発医薬品からジェネリック医薬品に変更できないこともあります。
　・ジェネリック医薬品に代えても、窓口で支払う自己負担が変わらないこともあります。

●かかりつけ医にご相談ください。
　ジェネリック医薬品の処方を希望されるときは、まずはかかりつけの医師・薬剤師にご相談ください。
　ジェネリック医薬品を使うためには、医師に「この薬と同じ効果のジェネリック医薬品があれば、そちらを処
方してください」と求めることが必要です。
　そのためには、かかりつけ医やかかりつけ薬局を持ち、治療法や薬の情報提供を受けたり、相談をできるよう
な関係を築いておくことが大切です。
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石 川 町 2～ 3月 の 主 な 予 定

2 月  ● February 3 月  ● March

●2月25日㈮までに納めましょう
　国民健康保険税（第8期）

●2月28日㈪までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第7期）

15
16
17

18
19

20

21
22
23

24
25
26
27
28

火
水
木

金
土

日

月
火
水

木
金
土
日
月

こころの相談会（14：00〜）
3 〜 4 か月児健診（13：00〜）
BCG予防接種（13：00〜）

定例行政相談（9：00〜12：00）
子どもとメディア講演会（13：20〜）
石川スケート大会
在宅当番医

石川町まちづくり交流会
（13：00〜）

1 歳児教室（9：30〜）
弁護士による無料相談会

（13：30〜）
3 歳 3 か月児健診（13：00〜）

在宅当番医

保健センター
保健センター
保健センター

石川町公民館
共同福祉施設
石川スケートセンター
ひらた中央病院

（平田村）
中谷自治センター

保健センター
保健センター

保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

1 歳 6 か月児健診（13：00〜）

在宅当番医

6 〜 7 か月児教室（9：30〜）
3 〜 4 か月児健診（13：00〜）
BCＧ予防接種（13：00〜）
中学校卒業式

在宅当番医

保健センター

味原医院
（玉川村）

保健センター
保健センター
保健センター
各中学校

角田内科クリニック
（浅川町）

（平成22年12月 1日～12月31日まで届出分　敬称略）

氏 名 保 護 者 住所

遠藤　　慶
けい

（　実　・知　子）　王子平

円谷　洸
こう

太
た

（　茂　・　幸　）　中　野

西牧　雪
ゆき

穂
ほ

（厚　雄・優　子）　立ケ岡

金内斗
と

佑
う

真
ま

（　誠　・惠　子）　鹿ノ坂

金澤 月
るな

（　隆　・恵　美）　中　野

円谷　玲
れ

南
な

（元　康・エ　ミ）　双　里

藤島　衣
い

生
ぶ

（光　弘・初　美）　湯郷渡

佐藤　旭
あ

空
き

（和　広・ゆかり）　中　野

氏 名 住 所

人　見　　　幸  　 長久保
鈴　木　秀　夫　　中　田
岡　部　義　正　　北　町
泉　　　ナ　ミ　　王子平
関　口　安　男　　中　野
鈴　木　和　子　　板　橋
長　島　甲子男　　塩　沢
小　林　富美子　　沢　井
阿　部　　　務　　双　里
近　内　　　繁　　中　野
添　田　安五郎　　北　山
原　　　　　誠　　新　町
斎　藤　　　明　　猫　啼
鈴　木　孝　男　　北　山

　新　郎　新　婦（出身地）　

矢吹　義裕（郡山市）・矢吹　宏美（曲　木）

穂積　　孝（石　塚）・鈴木　久子（平田村）

矢内　一久（南山形）・芥川　怜美（会津坂下町）

添田　伸也（長久保）・小林　樹里（中島村）



編集後記
　２月３日は節分です。子どものころはほんの少
ししか食べられなかった豆まきの豆は、いつの間
にか食べきれないほどになってしまいました・・・。
樹木は日々の成長を年輪として刻みながら年を
重ねています。年輪はその年の天候などにより
様々な形の輪によって作られています。人も同様
で同じような日常のなかにも多くの変化があり、
その一つひとつの積み重ねが人生という年輪に
なっているような気がします。きれいな輪も変化
のある輪も大切な一つの輪であり大切な一年の
思い出のような気がします。　　　（矢内　清春）

表紙の写真
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町の人口

17,526人（  △15）

（  ）内前月比

●1月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8,562人（  △16）
8,964人（  　  1）
5,703戸（  　  2）

第２８7回第２８7回

沢　田
児童館

【施設紹介】
　「明るく元気な子ども」「だれとでも仲良く遊べる子ど
も」「よく考え元気いっぱい活動できる子ども」を目標に
49名の元気な子ども達が、縄跳びや凧揚げ・こま回しな
どを楽しみながら生活しています。また、年長児を中心
にごっこ遊びが盛り上がり、みんな元気に遊んでいます。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

再生紙を使用しています

●今月の隊長（広報無線の声）

沢田小学校　6年　近藤　あゆりさん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．おそくなってしまった時には、なるべく急ぎ足で帰り、また日

ごろから地域の方にあいさつをするように心がけています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．私の将来の夢はカメラマンになり、石川町の美しさや良いとこ

ろを写真で他県の方にも知ってもらうことです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
こんどう

　節分を間近に控え、みんなで等身大の鬼を作りました。
節分に心の中の悪い鬼を退治して、春には元気な一年生
になることを楽しみに待っているすみれ組15名です。

　節分を間近に控え、みんなで等身大の鬼を作りました。
節分に心の中の悪い鬼を退治して、春には元気な一年生
になることを楽しみに待っているすみれ組15名です。
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「おには～そと～
　　　ふくは～うちぃ～！！」

　第二保育所に通う水野　優那（ゆうな）ちゃん
（左）、榎音（かおん）ちゃん（右）、祖父の武男
さん、祖母のミヨ子さんです。

　第二保育所に通う水野　優那（ゆうな）ちゃん
（左）、榎音（かおん）ちゃん（右）、祖父の武男
さん、祖母のミヨ子さんです。


